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The Click Song について、京都大学大学院薬学研究科の留学生 Mpumelelo Ntogwa さん（ボ

ツワナ出身のコサ人）に助言を請いつつ、以下のようにまとめました。 

まず、Wikipedia の“the Click Song”の項目にある記述は、Mpumelelo さんによれば、すべて

妥当であるとのことです。 

 

Qongqothwane is a traditional song of the Xhosa people of South Africa. It is sung at 

weddings to bring good fortune. In the western world it is mainly known as The Click Song, 

a nickname given to the song by European colonials who could not pronounce its Xhosa 

title, which has many click consonants in it. The Xhosa title literally means "knock-knock 

beetle", which is a popular name for various species of darkling beetles that make a 

distinctive knocking sound by tapping their abdomens on the ground. These beetles are 

believed by the Xhosa to bring good luck and rain. 

The song is known world-wide thanks to the interpretation of South African singer 

Miriam Makeba (herself a Xhosa). In her discography the song appears in several versions, 

both with the title Qongqothwane and as The Click Song. 

More information on the song can be found in Makeba's book The World of African Song 

(Chicago: Quadrangle Books, 1971), including the following translation: "The doctor of the 

road is the beetle/He climbed past this way They say it is the beetle/Oh! It is the beetle." 

She explains the song as a traditional folk song which refers to the knocking beetle which 

makes clicking sounds and can revolve the top part of its body in any direction. The beetle 

is used in children's games to point the way home, but also has a deeper symbolism, pointing 

the way to a better future in times of trouble. In her biography (p.86), she mentions singing 

it in The Village Vanguard Club in New York, and calls it a "Xhosa song about a dreamy 

bride". 

https://en.wikipedia.org/wiki/The_Click_Song 

 

 以下には、この Wikipedia の記述への補足情報を記します。 

 



1. この歌の背景 
qongqothwane というのは（文法的により正確には uqongqothwane のように最初に u が付

きますが）-qongqotha「（ドアなどを）ノックする」という動詞から派生した名詞です。

qongqothwane は、darkling beetle といい、ゴミムシダマシ科 Tenebrionidaeの甲虫を指します。

南部アフリカではどこでも見られる虫で、珍しい虫ではありません（但し、いわゆるフンコ

ロガシではありません）。一種類だけではなく、幾つかの種類があります。 

qongqothwane は、Wikipedia には knock-knock beetle と直訳できるとありますが、南部アフ

リカ現地では‘tok-tokkie (beetle)’というのが一般的なようです。日本語では、とりあえず「コ

ンコン虫」とでもしておきましょうか。お腹を上下にゆすり、地面に叩きつけて音をだすと

いうユニークな習性があるのでその名がついています。交尾相手を引き寄せるために、この

ような音を出すのだといいます。 

https://www.youtube.com/watch?v=kF4_WVqLZYg 

子供がコンコン虫を道端で見つけると、これを手にとって遊ぶのだそうです。この甲虫は

胸部と胴部がかなり柔軟に動くので、手から逃れようとするときに、胸部を左右に捻りま

す。子どもたちは体を動かすその虫の姿をみて、“qongqothwane qongqothwane ukuphi ekhaya?”

「コンコン虫さんコンコン虫さんお家はどっち？」と囃しながら、面白がるわけです（もち

ろん、その虫が家のある方角や一定の方向を指し示してくれるわけではありませんが）。 

そうしたことから、このコンコン虫が「家＝子供にとっての良い場所」を示してくれる虫、

転じて、幸せな未来の方向を指し示してくれる虫、すなわち幸運の象徴としての意味合いを

持つようになったと言われています。 

https://www.youtube.com/watch?v=GzIyEMzEhdA 

この歌自体は伝統的な歌なので、作詞作曲者は不明ですし、いつ頃から歌われるようにな

ったのかもわかりませんが、上のようなことから、結婚式などでお祝いの歌として好んで歌

われるようになったと考えられます。結婚式で歌われるのはこの歌だけではないので、かつ

てはお祝いソングのうちの一つに過ぎませんでしたが、ミリアム・マケバがこの歌をポップ

にアレンジして歌ったことから、世界的に知られるようになりました。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/ミリアム・マケバ 

https://www.youtube.com/watch?v=F7fJCWeOCN0 

https://www.youtube.com/watch?v=Qg4Fp-A7IRw 

 

2. 歌詞の意味 
 ‘igqirha’とは、diviner とも訳されますが、呪術師／占い師／呪医のことです。コサ民族の

居住する地方では、どの村にもたいてい数人の igqirha がいて、例えば人生の選択を迫られ

た人が、igqirha を訪ね、占ってもらうことで人生の方向性についての助言を請う、とうのも



よくあることです。呪術師といっても日本人がイメージするようなおどろおどろしい存在

ではありません。Mpumelelo さんによれば、「シャーマン」が近いそうで、村人から尊敬を

集める存在でもあります（もっとも最近では、前時代的なものとして相手にしたがらない人

も多くいますが）。 

 隣のズールー民族の言語ではサンゴマ（sangoma）といい、以下の動画のような人々のこ

とを指します（ミリアム・マケバの母親もスワジ民族のサンゴマだったそうです）。 

https://www.youtube.com/watch?v=c4UQb0zNFtM 

 すなわち、この歌は、「未来を言い当てる人=igqirha」と「良い方向を示す虫

=(u)qongqothwane」を重ね合わせて表現しているのです。 

以下は、ミリアム・マケバの 1960 年のバージョンから書き起こしてみました。 

A Igqirha
呪 医

 lendlela
道の／道を往く

 (kuthwa
と呼ばれる

) nguqongqothwane
そ れ は コ ン コ ン 虫

  x4 

B Seleqabel’
（丘を）登っていった

 egqith’
通 っ て

 apha
こ こ を

 nguqongqothwane
そ れ は コ ン コ ン 虫

  x4 

B′ Selequbul’
不 意 を つ い て

 egqith’
通 っ て

 apho
そ こ を

 nguqongqothwane
そ れ は コ ン コ ン 虫

 
https://www.youtube.com/watch?v=Qg4Fp-A7IRw 

 

基本的には A を４回、B を４回繰り返すだけのシンプルな歌です。但し、マケバのバージ

ョンでは B と B′が交互に現れます。 

Youtube をみるだけでもいくつかバージョンがあり、歌い手によって微妙に違います。特

に単語間に入る合いの手はいくつも種類があります。伝統的な民族の歌なので、どれが正し

いというわけではないでしょう。 

 

3. 難しい発⾳ 
• q : これがクリック子音（のうちの一つ）です。ワインボトルのコルクを抜いたとき

の音、とよく表現されます。igqirha の gq という綴りは、言葉では説明しにくいので

すが、gqo は、qo よりも喉を絞って、かすれた声を出すようにして発音する音だと思

ってください。 

• rh : ハ行に近い音ですが、フランス語の r がより近いです。 

• dl : これも文字では説明しにくい音ですが、「ラ行に濁点がついたような音」といえ

ば伝わるでしょうか。舌先を上の前歯につけたまま、舌の両脇から息を出します。 

• th, ph : これらは英語の th や ph とは違って、普通に t や p の音で発音して差し支え

ありません。厳密には、少し息を伴って（韓国語の激音のように）発音するものです。 

• その他の文字は、日本語のローマ字読みで構いません。母音は a, e, i, o, u の５つで、

これも日本語と同じです。 

• なお、この Click Song の歌詞にはできませんが、c、x もクリック子音です。ですの

で、コサ語 Xhosa の X も本来はクリック音で発音しなければなりません。 


